
三
月
定
例
会
で
は
、
平
成

十
九
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の

当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
の
当
初
予

算
の
編
成
で
は
、
第
五
次
行

政
改
革
大
綱
に
沿
っ
た
一
層

の
行
政
改
革
の
推
進
や
財
政

健
全
化
プ
ラ
ン
の
目
標
に
掲

げ
た
歳
出
削
減
・
歳
入
確
保

策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
、
市
民
と
協
働
の
行
政
運

営
、
事
務
事
業
評
価
の
取
り

組
み
等
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用

を
図
り
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
行
政
水
準
の
確
保
に
努
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、

税
制
改
正
と
景
気
回
復
の
影

響
か
ら
、
市
税
収
入
が
前
年

度
よ
り
大
幅
な
増
加
と
な
り
、

個
人
市
民
税
は
二
八
億
一
〇

〇
〇
万
余
円
、
固
定
資
産
税

で
も
、
家
屋
の
新
増
築
や
企

業
の
設
備
投
資
の
拡
大
な
ど

に
よ
り
五
億
一
八
〇
〇
万
余

円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
地
方

譲
与
税
で
は
、
税
源
移
譲
に

伴
う
所
得
譲
与
税
の
廃
止
な

ど
に
よ
り
一
八
億
二
二
〇
〇

万
円
、
地
方
特
例
交
付
金
で

は
、
定
率
減
税
の
廃
止
な
ど

に
よ
り
五
億
九
三
〇
〇
万
円

と
、
そ
れ
ぞ
れ
減
少
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
は
退

職
者
不
補
充
な
ど
に
よ
る
減

少
要
因
が
あ
る
も
の
の
、
定

年
退
職
者
の
増
加
に
よ
り
一

億
二
五
〇
〇
万
余
円
、
障
害

福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
に
係

る
扶
助
費
は
四
億
六
八
〇
〇

万
余
円
、
公
債
費
は
元
金
償

還
金
の
増
加
に
よ
り
二
億
七

三
〇
〇
万
余
円
と
、
そ
れ
ぞ

れ
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
十
九
年
度
の

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
七

二
七
億
九
〇
〇
〇
万
円
、
前

年
度
予
算
対
比
〇
・
四
％

減
、
特
別
会
計
の
全
体
予
算

は
八
八
三
億
九
九
〇
八
万
五

〇
〇
〇
円
、同
六
・
八
％
減
、

病
院
事
業
会
計
は
一
一
一
億

七
一
〇
〇
万
円
、
同
〇
・
三

％
減
と
な
り
、
全
会
計
で
は

一
七
二
三
億
六
〇
〇
八
万
五

〇
〇
〇
円
、
同
三
・
八
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
十
九
年

二
月
二
十
八
日
に
公
布
さ
れ
、

市
長
選
挙
に
お
け
る
候
補
者

が
選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
を
頒

布
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
該
ビ

ラ
の
作
成
を
公
費
負
担
の
対

象
と
す
る
ほ
か
、
関
連
規
定

を
整
備
す
る
た
め
、「
平
塚

市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
本
議
案
を
全

員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
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平
成
十
九
年
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
月
二
十

一
日
か
ら
三
月
二
十
三
日
ま
で
、
会
期
三
一
日
間
で

開
催
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
公
立
病
院
の
診
療
に
係
る
債
権

の
消
滅
時
効
に
民
法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
債
権
放
棄
の
規
定
を
設
け
る
た
め
「
平
塚
市

民
病
院
の
診
療
費
そ
の
他
の
費
用
の
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
や
、
平
成
十
九
年

度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
・
病
院
事
業
会
計
の
各
当

初
予
算
の
案
件
な
ど
、
二
五
案
件
が
市
長
か
ら
提
案

さ
れ
、
報
告
を
除
く
二
四
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
の
会
議
案
で
は
、「
平
塚
市
議

会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
含
む

三
会
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
八
年
九
月
定
例
会
に
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
平
塚
市
総
合
計

画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
議
案
は
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
十
八
年

六
月
七
日
に
公
布
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
の
助
役
制
度
等
の

見
直
し
に
関
す
る
事
項
の
規

定
の
施
行
日
は
平
成
十
九
年

四
月
一
日
で
あ
り
、「
平
塚

市
助
役
定
数
条
例
」
な
ど
関

係
す
る
九
条
例
を
改
正
す
る

た
め
「
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
」
が
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
で
は
、
地
方
分
権
改

革
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

助
役
職
の
今
後
の
役
割
を
よ

り
適
切
に
表
す
た
め
に
、「
助

役
」
の
名
称
を
「
副
市
長
」

へ
と
変
更
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
出
納
事
務
の
電
算
化

の
進
展
等
に
よ
り
、
特
別
職

と
し
て
置
か
れ
て
い
る
収
入

役
の
果
た
し
て
き
た
役
割
が

変
容
し
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
「
収
入
役
」
を
廃
止
し
、

一
般
職
の
「
会
計
管
理
者
」

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

議
会
で
は
、
本
議
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

���月月月定定定例例例会会会
公
選
法
の
一
部
改
正

市
長
候
補
者
の
ビ
ラ

頒
布
、
公
費
作
成
可
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審議の概要一
般
会
計

前
年
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比
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・
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％
減

七
二
七
億
九
〇
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〇
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を
計
上
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